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�長岡地域では、地域の大人が指導者となっ
て子ども将棋教室を開催しています。３月
の将棋大会では、子どもたちの棋力も向上
し、熱戦が繰り広げられ、指導者たちが目
を丸くする場面も見られました。

 ２　一般質問　１０人
 ８　予算特別委員会　平成２９年度当初予算
 １０　予算特別委員会　平成２８年度補正予算
 １１　提出された議案とその結果
 １４　特集　政務活動費の報告
 １５　市民の声・６月議会の日程（予定）
 １６　議会報告・意見交換会のご案内

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベ
ント、健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知
らせするメール配信サービスを行っています。ぜひご
登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通
信料・パケット通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを
送信してください。

かんたん登録



３ 月 定 例 会

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、３月６日・７日の２
日間の日程で、１０人の議員が行いました。
　ＡＥＤ設置事業をはじめ、通学路の整備、サッ
カースタジアム誘致等について、市長や教育長等
の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２８年度第６回市議会定例会（３月定
例会）は、２月２８日から３月２４日までの２５
日間の会期で開かれました。
　市長提出の補正予算など９件については
初日の本会議で採決が行われました。その
ほか、平成２９年度一般会計予算をはじめと
する予算議案１８件及び条例議案等１２件につ
いては、予算特別委員会及び所管常任委員
会に付託され、最終日の本会議で採決が行
われました。
（採決結果は１１ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

２．２８（火） 本会議（��会期の決定、提案理由の説明、質疑、討
論、表決、予算特別委員会の設置など）

３．６（月）
３．７（火） 本会議（市政に対する一般質問）

３．８（水） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３．９（木） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３．１０（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３．１３（月）
～３．１５（水）
３．２１（火）

予算特別委員会（付託案件の審査）

３．２２（水） 予算特別委員会（討論、表決）
３．２４（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

三
宅
和
広 

議
員

＊�

コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に

つ
い
て

＊�

ミ
ニ
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊�
道
路
及
び
歩
道
（
通
学
路
）

の
整
備
並
び
に
交
通
安
全
に

つ
い
て

佐
藤
俊
弥 
議
員

＊「
次
世
代
郊
外
ま
ち
づ
く
り
」

　
に
つ
い
て

松
田
光
也 

議
員

＊�

天
童
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

＊�

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎 

議
員

＊�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
誘
致

に
つ
い
て

＊�

市
民
病
院
経
営
改
善
に
つ
い

て

石
垣
昭
一 

議
員

＊�

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊�

平
和
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

伊
藤
和
子 

議
員

＊�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

＊�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）

を
め
ぐ
る
本
市
の
現
状
と
対

応
に
つ
い
て

熊
澤
光
吏 

議
員

＊�
天
童
市
制
６０
周
年
に
つ
い
て

＊�
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
整
備
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 
議
員

＊�

障
が
い
者
福
祉
問
題
に
つ
い

て
＊�

少
年
少
女
の
ス
ポ
ー
ツ
促
進

に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 

議
員

＊�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ

ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

★
政
和
会

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）
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上貫津の県道との交差点

小中学生の通学路の重要性

コンビニにＡＥＤを設置して救命率向上を

結
ゆう
城
き
義
よし
巳
み
議員

三
み
宅
やけ
和
かず
広
ひろ
議員

　
貫
津
沼
東
側
を
通
る
市
道
温
泉

原
町
線
は
貫
津
、
奈
良
沢
下
か
ら

通
う
天
童
一
中
生
の
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
通
学
路

の
安
全
を
願
い
、
二
回
請
願
を

行
っ
て
い

る
。
そ
れ

か
ら
４０
年

も
経
過
し

て
い
る
の

に
、
何
の

対
応
も
な

い
。

　
生
徒
達

の
通
学
路

に
な
る
歩
道
と
一
体
的
に
整
備
さ

れ
る
道
路
と
、
通
行
上
便
利
に
な

る
だ
け
の
道
路
・
歩
道
の
整
備
を

比
較
し
、
ど
ち
ら
が
よ
り
重
要
と

考
え
る
か
。

　
県
道
荒
谷
原
崎
線
と
市
道
上
貫

津
線
Ｔ
字
路
交
差
点
は
横
断
歩
道

に
立
っ
て
も
、
車
が
止
ま
ら
な

い
。
当
面
は
交
通
指
導
員
を
配
置

す
る
か
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

将
来
的
に
は
市
道
温
泉

原
町
線
を
こ
こ
に
接
続

し
て
、
信
号
の
あ
る
十

字
路
の
交
差
点
と
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が

　
市
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
ほ
と

ん
ど
が
夜
間
や
休
日
に

は
利
用
で
き
な
い
。
夜

間
や
休
日
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
置
い

て
い
た
だ
き
、
２４
時
間
貸
し
出
せ

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
が
近
く
に
な

い
地
域
も
あ
り
、
そ
う
し
た
所
で

は
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
夜
間
や
土
日
で
も
使
え

る
よ
う
に
施
設
改
修
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

山
本
市
長　
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
つ
い
て
は
、
場
所
や
管

理
の
あ
り
方
な
ど
の
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ど
う
か
。

　
市
道
上
貫
津
線
の
歩
道
は
、
津

山
小
児
童
、
天
童
一
中
生
徒
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
橋
の
部

分
が
未
整
備
に
な
っ
て
お
り
、
冬

期
間
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
事

故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

早
期
の
整
備
を
望
む
。

山
本
市
長　
市
道
温
泉
原
町
線
に

つ
い
て
期
成
同
盟
会
か
ら
は
、
貫

津
沼
の
西
側
を
通
る
案
の
要
望
を

受
け
て
い
る
が
、
事
業
着
手
時
の

調
査
・
設
計
の
段
階
で
、
議
員
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
ル
ー
ト
を
含

め
、
交
通
の
利
便
性
や
通
学
路
の

安
全
確
保
等
、
総
合
的
な
視
点
で

検
討
し
た
い
。

　
現
在
、
上
貫
津
線
は
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
通
学
す
る
児

童
生
徒
な
ど
の
安
全
確
保
の
た

め
、
歩
行
者
用
の
橋
の
整
備
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
交
差
点
に
横
断
旗
を
設
置

し
た
の
で
、
そ
の
旗
で
運
転
者
に

横
断
の
意
思
を
し
っ
か
り
伝
え
て

ほ
し
い
。
天
童
警
察
署
と
連
携
し

て
、
運
転
者
の
モ
ラ
ル
向
上
の
た

め
啓
発
活
動
に
努
め
た
い
。

　
信
号
機
の
設
置
は
、
交
通
量
や

道
路
環
境
に
応
じ
て
公
安
委
員
会

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

吉
田
健
康
福
祉
部
長　
既
存
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
屋
外
に
設
置

で
き
る
収
納
箱
が
販
売
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
活
用

し
て
２４
時
間
使
用
で
き
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

未
使
用
の
市
有
地
を
活
用

し
て
ミ
ニ
公
園
の
整
備
を

　
面
積
が
狭
い
た
め
に
売
却
で
き

な
い
土
地
を
ミ
ニ
公
園
と
し
て
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
そ
の
際
、
希
望
す
る
町
内
会
な

ど
か
ら
ど
の
よ
う
に
整
備
し
た
い

か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

も
と
に
市
で
花
壇
を
設
け
る
な
ど

整
備
し
た
上
で
、
そ
の
団
体
か
ら

管
理
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

未
使
用
地
の
有
効
活
用
の
他
に
も

地
域
住
民
の
活
躍
の
場
づ
く
り
な

ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

大
石
建
設
部
長　
そ
の
よ
う
に
公

園
を
整
備
し
管
理
し
て
い
き
た
い

と
い
う
熱
意
の
あ
る
地
域
が
あ
れ

ば
、
可
能
か
ど
う
か
を
個
別
に
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
公
園
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

今
後
も
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
る
な
ど
様
々

な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
整
備

し
て
い
き
た
い
。

約２．３倍、社会復帰率が高くなる。

２０．３％

４６．１％
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古井戸地区Ｔ字路付近

本市の新たな工業団地整備事業の
取り組み

次世代郊外まちづくりと（仮称）芳賀
寺津線道路整備

松
まつ
田
だ
光
みつ
也
や
議員

佐
さ
藤
とう
俊
とし
弥
や
議員

　
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
明
示
さ
れ
た
古
井
戸
地

区
は
、
国
道
４８
号
線
上
に
あ
り
、

さ
ら
に
山
形
空
港
線
と
隣
接
し
、

東
北
中
央
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
に

最
も
近
い
地
域
で
あ
り
最
適
地
と

考
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢

や
企
業
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
考
慮
し

て
、
古
井

戸
地
区
の

工
業
・
業

務
系
団
地

の
用
地
も

確
保
す
べ

き
と
考
え
る
が
、市
長
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
平
成
２４
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
た
天
童
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
は
分
譲
率
１
０
０
㌫
と
な

り
、
新
た
な
工
業
団
地
に
つ
い
て

は
、
平
成
２８
年
度
に
工
業
用
地
適

地
選
定
業
務
及
び
地
盤
、
水
質
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
古

井
戸
地
区
も
含
め
た
４
地
区
を
２

次
候
補
地
と
し
て
選
定
し
、
最
終

的
に
企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
、
整
備

の
容
易
性
を
総
合
的
に

評
価
し
、
山
口
地
区
を

選
定
し
た
。
将
来
の
工

業
団
地
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
整
備
さ
れ
る

工
業
団
地
の
分
譲
状
況

　
若
い
世
代
の
住
み
や

す
い
天
童
市
の
構
築

は
、
市
長
が
目
指
す
安

心
、
安
全
で
子
育
て
支

援
日
本
一
天
童
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
若

者
定
住
促
進
の
た
め
に
も
工
業
団

地
造
成
や
企
業
誘
致
を
進
め
、
新

し
い
住
宅
地
の
造
成
や
空
き
家
再

開
発
な
ど
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

　

昨
年
７
月
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

ロ
ー
ド
整
備
促
進
協
議
会
が
発
足

し
た
。
こ
の
芳
賀
寺
津
線
道
路
整

備
が
実
現
す
る
と
、
天
童
市
に
住

居
を
構
え
た

い
若
い
世
代

へ
の
誘
致
Ｐ

Ｒ
が
可
能
で

あ
る
。
寺
津

地
区
は
山
形

市
内
に
も
近

く
、
天
童
南

駅
ま
で
は
約

４
㌔
㍍
程
の

距
離
で
あ
る
。
公
民
館
や
児
童
ク

ラ
ブ
も
新
し
く
な
り
、
若
い
世
代

が
安
心
し
て
住
め
る
環
境
が
あ

る
。
安
全
化
を
推
奨
し
、
誘
致
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
は
い
わ
ゆ
る
線

引
き
都
市
計
画
区
域
で
あ
り
、
市

や
社
会
経
済
動
向
、
幹
線
道
路
の

整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
再
度
調
査

し
候
補
地
を
選
定
し
た
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

外
国
語
翻
訳
を

　
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
外
国

語
翻
訳
機
能
が
あ
る
が
、
本
市
に

は
な
い
。
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
効

果
的
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

外
国
語
翻
訳
の
対
応
は
急
務
と
考

え
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外

国
語
翻
訳
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
音
声
読
み
上
げ
サ
ー

ビ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
観
光
や
仕
事
等
で
日

本
を
訪
れ
る
外
国
人
が
増
加
し
て

お
り
、
多
言
語
に
よ
り
情
報
提
供

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
外
国
人

へ
の
情
報
発
信
を
強
化
し
、
外
国

人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
客
等
を

図
る
た
め
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
翻
訳

機
能
を
追
加
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
音
声
読
み
上
げ
サ
ー
ビ
ス

も
、
視
力
の
弱
い
方
、
色
の
識
別

や
、
字
を
読
む
の
が
苦
手
な
方
へ

の
情
報
提
供
の
手
段
と
し
て
、
早

期
に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

街
化
調
整
区
域
は
市
街
化
を
抑
制

す
べ
き
区
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
、
田
園
集
落

に
お
け
る
人
口
減
少
の
抑
制
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
一
定
水
準
の
居
住
の
確

保
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。（
仮
称
）
芳
賀
寺
津
線
は
天

童
市
道
路
整
備
計
画
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
幹
線
道
路
で
あ
り
、

国
の
補
助
事
業
で
の
整
備
が
前
提

で
あ
る
。
現
在
整
備
中
の
幹
線
道

路
の
整
備
状
況
を
見
定
め
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
い
く
。

校
門
付
近
の
安
全
確
保
を

　
寺
津
小
学
校
に
つ
い
て
、
学
校

敷
地
内
に
入
る
と
き
、
校
門
か
ら

の
道
幅
が
狭
い
。
現
在
東
校
門
か

ら
の
登
校
に
な
っ
て
い
る
が
、
南

門
や
北
門
の
開
設
な
ど
、
登
下
校

時
に
安
全
な
出
入
り
口
を
作
れ
な

い
の
か
。

相
澤
教
育
長　
子
供
た
ち
の
登
下

校
の
安
全
は
、
最
優
先
す
べ
き
事

項
と
考
え
て
い
る
。
学
校
関
係
者

と
も
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
現
在

対
応
可
能
な
範
囲
で
最
大
限
の
安

全
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

平成29年5月1日発行 4



公契約条例の制定を

新サッカースタジアム誘致を

石
いし
垣
がき

昭
しょう

一
いち
議員

赤
あか
　塚

つか
　幸
こう
一
いち
郎
ろう
議員

　
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
者

の
賃
金
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
市
発
注
の
公
共
事
業
や
業
務

委
託
な
ど
に
携
わ
る
労
働
者
の
暮

ら
し
の
安
定
を
図
り
、
地
元
企
業

の
健
全
な
発
展
、
人
材
確
保
を
実

現
す
る
た
め
、
公
契
約
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
公
共
工

事
の
質
の
確
保
を
主
な
目
的
に
、

平
成
１２
年
度
か
ら
低
入
札
価
格
調

査
制
度
を
導
入
し
、
平
成
２１
年
度

に
は
失
格
基
準
を
明
確
に
し
た
改

正
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
平
成
２９
年
度
か
ら
は
調

査
基
準
価
格
等
を
引
き
上
げ
、
不

合
理
な
低
入
札
を
抑
制
し
、
公
共

工
事
に
従
事
す
る
労
働
者
の
適
切

な
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
考
え
で

あ
る
。

　
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、
労

働
条
件
を
規
定
す
る
こ
と
か
ら
、

受
注
す
る
事
業
者
の
理
解
、
市
民

の
問
題
意
識
の
共
有
等
が
課
題
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
公
契
約
条
例
を

制
定
す
る
予
定
は
な
い

が
、
当
面
は
低
入
札
価

格
調
査
制
度
を
厳
格
に

運
用
す
る
こ
と
で
、
労

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員

連
盟
の
代
表
と
し
て
質

問
す
る
。
市
は
新
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

設
は
駐
車
場
問
題
も
解

決
で
き
る
県
総
合
運
動

公
園
付
近
に
存
続
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
天
童
南
駅
の
整
備
や
モ
ン

テ
ロ
ー
ド
の
整
備
な
ど
多
額
の
投

資
を
行
っ
て
き
た
。
市
長
に
は
政

治
生
命
を
か
け
る
つ
も
り
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。
優
位
性
の
あ
る
誘
致
活
動

は
、
市
独
自
の
具
体
的
な
提
案
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
も
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
自
身
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
民
の
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
に
対
す
る
、
そ
し
て
新
ス

タ
ジ
ア
ム
建
設
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
先
日
の

市
民
大
会
決
議
に
基
づ
き
県
及
び

㈱
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
に
対
し
要

望
を
行
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な

施
策
と
し
て
、
天
童
市
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
基
金
を
設
置
し
１
億
円

の
元
金
積
立
て
を
行
う
。
今
後

は
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
係
る

検
討
委
員
会
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
何
と
し
て
も
本
市
へ
と
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

働
条
件
の
改
善
を
促
し
、
地
元
企

業
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

平
和
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に

　
本
市
で
は
「
天
童
平
和
を
つ
た

え
る
会
」
が
原
爆
写
真
展
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
た

今
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
平
和
活

動
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、
市

が
主
体
と
な
っ
て
平
和
事
業
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
戦
争
体
験
者
が
年
々

減
少
し
て
い
る
中
で
、
非
核
平
和

の
考
え
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
参
加

型
の
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
継
続

し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
支
援
を

続
け
た
い
。

　
さ
ら
に
平
和
活
動
を
よ
り
推
進

す
る
目
的
で
、
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
広
報
を
行
い
、
市
民

団
体
の
事
業
期
間
に
併
せ
て
、
市

庁
舎
前
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

Ｐ
Ｒ
す
る
懸
垂
幕
を
掲
げ
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

市
民
病
院
の
経
営
改
革
を

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
で
は
、

病
院
サ
イ
ド
の
取
り
組
み
効
果
も

あ
り
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
金
額
的
な
経
営
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
内
容
が
続
い

て
お
り
、
平
成
２９
年
度
予
算
で
は

一
般
会
計
か
ら
約
５
億
円
の
負
担

金
が
投
入
さ
れ
る
。
医
業
収
益
の

改
善
へ
の
対
応
、
国
の
示
す
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
対
応
及
び
一

般
会
計
か
ら
の
負
担
金
の
根
拠
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

木
村
市
民
病
院
院
長　
医
業
収
益

改
善
と
し
て
、
消
化
器
内
科
及
び

呼
吸
器
内
科
の
常
勤
医
師
を
採
用

し
、
外
来
や
入
院
の
診
療
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応

は
、
院
内
で
経
営
会
議
を
毎
週
開

き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
る
。
一
般
会
計
負
担
金

は
、
地
方
公
営
企
業
法
で
経
費
負

担
の
原
則
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
各
項
目
で

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
負

担
金
の
一
部
は
国
の
地
方
交
付
税

で
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２７
年

度
は
約
２
億
２
０
０
０
万
円
の
算

入
を
見
込
ん
で
い
る
。

てんどう市議会だより №1565



��Wi-Fi利用可能エリアに
掲示されているステッカー

天童市制６０周年を全市民で祝いたい

地域包括ケアシステム構築の
取り組み状況は

熊
くま
澤
ざわ
光
ひか
吏
り
議員

伊
い
藤
とう
和
かず
子
こ
議員

　
来
年
１０
月
１
日
に
市
制
施
行
６０

年
を
迎
え
る
が
、
記
念
事
業
を
行

う
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会
の
発

足
が
不
可
欠
だ
と
思
う
が
、
選
定

及
び
発
足
時
期
は
い
つ
行
う
の

か
。
ま
た
、
本
市
の
魅
力
を
ど
の

よ
う
に
発
信
す
る
の
か
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
制
施
行
６０
周
年
の

記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
、
先

般
、
市
役
所
内
に
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
３
月
中
に
第
１
回
の
委

員
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
提
案
な
ど

を
伺
う
た
め
、
農
業
、
商
工
、
観

光
等
の
幅
広
い
市
民
で
構
成
す
る

市
民
懇
話
会
の
設
置
を
平
成
２９
年

度
の
早
期
に
予
定
し
て
い
る
。
市

民
の
皆
様
か
ら
記
念
事
業
の
ア
イ

デ
ア
も
募
集
し
な
が
ら
意
見
を
集

約
し
、
平
成
２９
年
度
中
に
検
討
委

員
会
に
お
い
て
内
容
を
詰
め
た

い
。
具
体
的
な
記
念
事
業
等
に
つ

い
て
は
、
市
民
と
の
協
働
の
観
点

で
事
業
を
計
画
し
た
い
。
本
市
の

魅
力
を
再
認
識
し
、
誇

り
や
愛
着
を
育
み
、
市

内
外
に
発
信
で
き
る
事

業
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
間
で
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み

が
ど
う
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
、
中
学
校
区
を
単
位
に
考

え
て
、
地
域
協
力
体
制
の
構
築
に

介
護
支
援
専
門
員
を
配
置
し
た
が

ど
う
進
ん
で
い
る
か
。
居
場
所
づ

く
り
を
ど
う
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
要
支
援
１
・
２
の
方
へ
の
市
独

自
の
支
援
策
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。

山
本
市
長　
国
は
平
成
３７
年
度
ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
地
域
支
え
あ
い
推

進
員
を
配
置
し
、
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
市
民
に

も
居
場
所
づ
く
り
の
勉
強
会
を
開

催
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
度
か
ら
新
総
合
事
業

に
移
行
し
た
が
、
１
年
前
か
ら
市

内
介
護
事
業
所
と
協
議
を
重
ね
、

従
来
と
変
わ
ら
ぬ
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

き
た
。

吉
田
健
康
福
祉
部
長　
居
場
所
づ

く
り
が
ま
だ
市
民
の
方
に
よ
く
理

公
共
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
利
用

エ
リ
ア
の
拡
充
を

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む

中
で
、
本
市
は
舞
鶴
山
や
街
中
な

ど
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
の
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
設

置
が
遅
れ

て
い
る

が
、
市
長

の
考
え
を

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
平
成
２７

年
度
に
観
光
客
が
訪
れ
る
１３
カ
所

の
公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
設

置
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
観
光

客
の
動
向
を
見
な
が
ら
新
た
な
設

置
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
整
備

に
向
け
て
、
山
形
・
上
山
・
天
童

三
市
連
携
観
光
地
域
づ
く
り
推
進

協
議
会
と
山
形
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
協
議
会
と
の
共
同
で
、
三
市

の
観
光
エ
リ
ア
内
に
整
備
を
進
め

る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
具
体
的

な
整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に

設
置
さ
れ
て
い
る
民
間
施
設
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
調

整
を
行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
た
い
。

解
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
で
は

モ
デ
ル
地
区
選
定
ま
で
は
い
か
な

い
。
国
は
中
学
校
単
位
と
言
っ
て

い
る
が
、
天
童
で
は
基
本
的
に
公

民
館
単
位
と
考
え
て
い
る
。

Ｌ※

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
る

本
市
の
現
状
と
対
応
は

　
命
と
人
権
を
守
り
、
多
様
性
を

尊
重
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
た
ち
へ
の
対
応
を
急
ぐ
こ
と
が

必
要
。
市
へ
の
申
請
書
類
な
ど
の

性
別
欄
の
改
善
、
ト
イ
レ
使
用
へ

の
ス
ト
レ
ス
解
消
、
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
、
す
ぐ
に
で
も
改
善
で

き
る
こ
と
に
着
手
す
る
こ
と
は
で

き
る
。
取
り
組
み
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
国
や
県
で
行
う
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
調
査
研
究
の
動
向
を
注
視

し
、
他
自
治
体
や
民
間
団
体
の
取

り
組
み
等
の
情
報
収
集
を
行
う
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
庁

舎
内
の
多
目
的
ト
イ
レ
に
誰
で
も

利
用
で
き
る
旨
の
表
示
を
す
る
な

ど
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
。
各
種

申
請
書
類
の
性
別
欄
は
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
条
例
の
制
定
は
予
定
し
て
い
な

い
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
※LGBTとは…性的マイノリティのこと。性の多様性を表す。

平成29年5月1日発行 6



スポーツをしている子どもたち

��モンテディオ山形とコラ
ボしたご当地ディーオ
（将棋の駒を持った棋士）

「モンテディオ山形新スタジアム」は
天童に

夢に向かいスポーツに励んでいる子ども
への支援拡充を

遠
えん
藤
どう
喜
よし
昭
あき
議員

笹
ささ
原
はら
隆
たか
義
よし
議員

　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
構
想
に
つ
い
て
新
ス
タ

ジ
ア
ム
推
進
事
業
体
検
討
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
あ
た
か
も
設
置
場

所
が
決
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

報
道
が
さ
れ
て
い
る
。
天
童
市
に

誘
致
す
べ
く
市
民
大
会
を
開
催

し
、
市
民
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
。
是
が
非
で
も
天
童
市
へ

の
誘
致
が
望
ま
れ
る
が
、
市
長
の

決
意
と
今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｄ
Ｏ
推
進
協
議
会
、
天
童
市
モ

ン
テ
応
援
隊
と
と
も
に
開
催
し
た

「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
を
支
援
す
る
市
民
大

会
」
に
は
、
１
２
０
０
人
も
の
大

勢
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
い

た
。
市
民
の
熱
い
思
い
を
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
山
形
県
総
合

運
動
公
園
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
に
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
。
具
体
的
な
支
援

策
と
し
て
、
本
定
例
会
に
天
童
市

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基

金
と
し
て
１
億
円
を
計

上
し
た
。

　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
存
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
交
流
人
口
の

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
、
我
が
国
で
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
で
少
年
少
女

の
憧
れ
る
ス
タ
ー
選
手
が
登
場
し

て
い
る
。

　
市
内
の
子
ど
も
た
ち
は
一
流
選

手
を
目
指
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん

で
楽
し
ん
で
い
る
。
若
い
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
人
材
が
天
童
市
を
背

負
っ
て
大
会
に
出
場
す
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
も
成
果
や
実
績

を
考
慮
し
た
さ
ら
な
る
補
助
を
検

討
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

市
長
、
教
育

長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　

ス
ポ
ー
ツ
の
嗜
好
は
多
種
多
様
で

あ
り
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
子
と
そ
う
で
な
い
子
の
二
極
化

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
ど
も
に

限
定
し
て
補
助
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

相
澤
教
育
長　
学
校
教
育
課
程
外

の
部
活
動
等
で
児
童
・
生
徒
が
ス

活
性
化
な
ど
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
の
試
合
観
戦
で

は
多
く
の
高
齢
者
が
若
者
と
一
緒

に
な
り
元
気
に
応
援
し
て
い
る
。

　
各
地
区
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
高
齢
者
教
室
等
の
事
業
の
中
に

元
気
に
な
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
試
合
観
戦
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
観
戦
に
つ
い
て

の
補
助
や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
借
り

上
げ
等
の
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

相
澤
教
育
長　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
の
存
在
が
高
齢
者
に
と
っ
て
も

生
き
が
い
の
一
つ
と
な
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
。
試
合
観
戦
も
高
齢
者
教

室
の
趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
の
で
、

運
営
委
員
会
に
提
案
し
て
い
く
。

　
な
お
、
観
戦
費
用
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
個
人
負
担
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
つ
い
て
も
規
定
に
よ
り
使
用
は

で
き
な
い
。
高
齢
者
教
室
に
お
け

る
交
通
移
動
に
つ
い
て
は
、
安
全

に
配
慮
し
た
手
段
を
講
じ
て
い
く
。

ポ
ー
ツ
を
選
ぶ
か
ど
う
か
は
個
々

の
興
味
関
心
に
よ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

を
選
ぶ
子
ど
も
限
定
で
経
費
等
を

補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

障
が
い
者
が
高
齢
に
な
っ

て
も
確
か
な
支
援
を

　
障
が
い
者
が
６５
歳
に
な
る
と
障

害
者
総
合
支
援
法
か
ら
介
護
保
険

に
移
行
さ
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

減
っ
た
り
自
己
負
担
率
が
上
が
る

問
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
の

対
象
と
な
る
要
援
護
者
へ
の
対
応

も
含
め
た
、
多
角
的
見
地
か
ら
見

た
福
祉
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

高
齢
化
す
る
介
助
者
、
介
護
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
障
が
い
者
の
心
身
の

状
況
な
ど
多
様
で
あ
り
、
一
律
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
困
難
な
場

合
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
。
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
障
が
い
者
と

そ
の
保
護
者
が
地
域
社
会
の
中
で

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

てんどう市議会だより №1567



消防団による放水の様子

地
方
交
付
税
を
減
額

委
員　
地
方
交
付
税
を
２８
年
度
よ

り
３
億
円
減
額
し
て
計
上
し
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

財
政
課
長　
２８
年
度
予
算
に
お
い

て
は
地
方
交
付
税
分
と
し
て
当
初

３７
億
円
を
計
上
し
た
が
約
１
億
１

８
０
０
万
円
を
減
額
し
た
。
２９
年

度
に
お
い
て
も
市
の
税
収
は
増
え

る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
国
の
地

方
財
政
計
画
に
照
ら
し
て
減
額
し

て
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
ふ
る
さ
と
納
税
分
は
算
出
基

準
と
な
る
税
収
に
は
含
ま
れ
な
い

た
め
、
地
方
交
付
税
の
額
に
は
影

響
し
な
い
。

消
防
団
員
に

新
た
な
出
動
手
当

委
員　
消
防
団
員
出
動
手
当
と
し

て
２
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
手
当
か
。

消
防
課
長　
消
防
団
員
が
火
災
・

自
然
災
害
な
ど
で
出
動
し
た
際
に

１
人
１
回
１
０
０
０
円
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。
現
場
に
到
着
す

る
前
に
引
き
返
し
た
場
合
や
誤
報

の
場
合
に
は
支
給
し
な
い
方
針
で

あ
る
。な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

支
給
要
綱
を
策
定
し
、
周
知
を
図

り
た
い
。

　
平
成
２９
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は
、
教
育
施
策
及
び
子
育
て
支
援
の

充
実
、
継
続
し
た
企
業
誘
致
や
雇
用
安
定
化
に
よ
る
産
業
振
興
、
消
防

団
の
防
災
力
強
化
な
ど
で
す
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
施

設
整
備
等
の
た
め
基
金
を
創
設
し
ま
す
。
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
・

審
査
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成２９年度予算のあらまし（主な事業）
拡充�ふるさと納税推進事業� １９億３１８８万円
地域密着型介護施設等整備事業� １億３７４０万円
拡充�高校生（１８歳）までの医療費無料化事業� ３億４４８１万円
拡充�保育所等整備事業� ３億７２９９万円
新規�産後ケア推進事業� １５８万円
新規�ホストタウン交流事業� ４２３万円
拡充�全国高等学校総合体育大会事業� ３５０２万円
新規�スポーツ施設整備基金積立金� １億円
新規�将棋のまち全国プロモーション事業� ５００万円
拡充�農作物被害対策事業� １２０万円
拡充�新工業団地整備事業� １億８４０３万円
拡充�定住促進・子育て世帯支援事業� ２０００万円
道路新設改良事業� ３億９１８４万円
芳賀地区整備事業� １億６１１３万円
新規�消防団員出動手当支給事業� ２２０万円
新規�消防団再編事業� １２８万円
新規�第３子以降学校給食無料化事業� １４９６万円
拡充�英語指導助手配置事業� ３４０７万円
新規�実用英語技能検定受験推進事業� ２８２万円

会計区分 今年度当初
予算（万円）

前年度当初
予算（万円）

伸び率
（％）

一 般 会 計 ２，４２９，０００ ２，４７６，０００ △１．９
特 別 会 計 １，４４５，７５４ １，４１７，４７０ ２．０
国 民 健 康 保 険 ７８９，５６５ ７７６，１６１ １．７
用 地 買 収 ３４９ ３００ １６．３
財 産 区 １１９ １０４ １４．４
介 護 保 険 ５２７，５８５ ５４０，０３０ △２．３
市 民 墓 地 ３４９ ４３４ △１９．６
後期高齢者医療 ６５，５７９ ６３，２５３ ３．７
工業団地整備事業 ６２，２０８ ３７，１８８ ６７．３
企 業 会 計 ７３３，１８４ ７２４，９２３ １．１
水 道 事 業 ２０８，３６８ ２０６，８０２ ０．８
天童市民病院事業 １８７，５６５ １８４，７３０ １．５
公共下水道事業 ３３７，２５１ ３３３，３９１ １．２
合 計 ４，６０７，９３８ ４，６１８，３９３ △０．２

平成２９年度
一般会計予算
前年度比１．９％減
２４２億９０００万円

平成29年5月1日発行 8



小中学校への整備計画

整備年度 小学校 中学校

２９年度
天童北部小
高擶小　　
長岡小　　

天童一中

３０年度
寺津小
山口小
干布小
荒谷小

天童四中

３１年度 成生小
津山小

天童二中

３２年度
天童南部小
天童中部小
蔵増小

天童三中

空から見た芳賀土地区画整理地内

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

整
備
事
業�
４
１
６
３
万
円

委
員　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
総
務
課
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

環
境
整
備
推
進
の
た
め
現
在
の
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
型
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
置
き
換
え
る
。
ま
た
、
１

フ
ロ
ア
に
１
台
の
電
子
黒
板
を
整

備
す
る
。

実
用
英
語
技
能
検
定
受
験
推
進

事
業�

２
８
２
万
４
０
０
０
円

委
員　
受
験
対
象
者
と
支
援
補
助

の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
こ
の
事
業
は
検

定
料
を
補
助
す
る
こ
と
で
児
童
生

徒
の
英
語
学
習
へ
の
意
欲
を
喚
起

し
、
最
終
的
に
国
の
指
針
「
中
学

３
年
生
の
英
検
３
級
程
度
以
上
の

英
語
力
を
も
つ
生
徒
５０
㌫
」
を
目

指
す
。
対
象
者
は
、
英
検
４
級
、

３
級
、
準
２
級
を
受
験
す
る
中
学

２
、
３
年
生
全
員
と
し
、
交
付
の

回
数
は
１
人
に
つ
き
各
年
度
１
回

と
す
る
。

第
３
子
以
降
学
校
給
食

無
料
化
事
業

�
１
４
９
５
万
８
０
０
０
円

委
員　
現
在
小
学
校
、
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
対
象
者
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
の
か
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
こ
の

事
業
は
子
育
て
世
代
へ
の
積
極
的

な
支
援
と
し
て
、
多
子
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
、
市
外
の
小
中

学
校
在
学
も
対
象
と
す
る
。
ま

た
、
対
象
の
見
込
み
と
し
て
小
学

生
２
７
０
名
、
中
学
生
３０
名
を
見

込
ん
で
い
る
。

定
住
促
進
住
宅
購
入

補
助

委
員　
定
住
促
進
・
子
育
て
世
帯

支
援
事
業
費
補
助
金
２
０
０
０
万

円
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
２８
年
度
は
市
外
に
限

定
し
て
い
た
が
２９
年
度
は
市
内
の

子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
も
追
加

す
る
。
市
内
の
子
育
て
世
帯
と
市

外
か
ら
の
一
般
世
帯
を
合
わ
せ
て

１
０
０
件
、
市
外
か
ら
の
子
育
て

世
帯
を
２０
件
と
想
定
し
た
。

医
療
費
無
料
化
を

高
校
生
ま
で
拡
充

委
員　
医
療
費
無
料
化
３
億
４
４

８
１
万
円
の
内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
２９
年
７

月
か
ら
医
療
費
の
無
料
化
の
対
象

を
高
校
生
ま
で
（
１８
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま

で・就
労
者
含
む
）
に
拡
大
す
る
。

中
学
校
自
主
学
習
支
援
事
業�

�

２
２
６
万
９
０
０
０
円

委
員　
中
学
校
自
主
学
習
支
援
事

業
の
目
的
と
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
平
成
２８
年
度
天

童
四
中
で
実
施
し
た
「
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
活
用
事
業
」
を
市
内
の

全
中
学
校
で
拡
大
実
施
す
る
。
生

徒
の
家
庭
学
習
習
慣
の
確
立
や
学

習
の
つ
ま
ず
き
の
解
消
、
高
い
レ

ベ
ル
の
学
習
に
挑
戦
す
る
意
欲
の

喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
長
期
休
業
中
及
び
土
曜
日
に

実
施
す
る
自
主
学
習
会
に
、
教
員

を
志
望
す
る
大
学
生
等
を
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
す
る
。

ひ
と
り
親
の

家
庭
学
習
を
支
援

委
員　
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支
援

事
業
１
３
１
万
円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
ひ
と
り
親
家

庭
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
を

対
象
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
２
時

間
程
度
（
年
４０
回
）、
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
学
習
支
援
を
行
う
。

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

委
員　
今
年
度
返
納
さ
れ
た
件
数

及
び
内
訳
は
。

生
活
環
境
課
長　
自
主
返
納
さ
れ

た
方
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
や

路
線
バ
ス
定
期
券
購
入
券
等
を
２

万
円
分
支
援
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
２８
年
度
は
１
７
６
名
（
男
性

１
１
１
名
、
女
性
６５
名
）
の
方
よ

り
返
納
さ
れ
た
。
内
訳
と
し
て
、

７
割
近
く
が
８０
歳
以
上
の
方
で
あ

る
。芳

賀
地
区
を

新
住
居
表
示
に

委
員　
芳
賀
の
住
居
表
示
整
備
業

務
委
託
料
２
２
６
２
万
８
０
０
０

円
の
内
訳
は
。

市
民
課
長　
２９
年
１１
月
に
芳
賀
地

区
の
住
居
表
示
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
内
訳
は
台
帳
図
作
成
や
基
本

図
な
ど
の
図
面
作
成
費
７
９
０
万

円
、
住
所
変
更
の
通
知
書
や
新
旧

対
象
一
覧
表
の
作
成
費
１
６
０
万

円
、
街
区
ご
と
の
表
示
板
製
作
費

３
６
０
万
円
及
び
諸
経
費
と
な
っ

て
い
る
。

てんどう市議会だより №1569



７月上旬に見頃をむかえる紅花

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

基
金
に
１
億
円
積
立�

委
員　
積
立
金
の
使
用
目
的
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
に
か
か
る
支
援
、
及
び
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
対
し
て
、
修
繕

等
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
使
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

乳
が
ん
検
診
に

最
新
器
導
入

委
員　
器
機
備
品
購
入
費
５
５
６

４
万
円
の
内
訳
は
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
を
推
進
す
る
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
の
購

入
費
３
５
０
０
万
円
、
そ
の
他
の

施
設
や
器
具
の
更
新
費
２
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

天
童
紅
花
ま
つ
り

委
員　
３０
周
年
を
迎
え
る
天
童
紅

花
ま
つ
り
記
念
事
業
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
例
年
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
紅
花
の
食
を
テ
ー
マ

に
、
山
辺
高
校
、
山
形
学
院
食
物

科
と
い
っ
た
調
理
科
の
高
校
生
や

食
改
会
員
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
た
い
。

　２月２８日の本会議に一般会計７６３３万５０００円を含む計７会計の補正予算が上程され、
原案のとおり可決されました。

平成２８年度一般会計補正予算
７６３３万５０００円を増額補正

法
人
市
民
税
歳
入
増

議
員　
法
人
市
民
税
の
歳
入
が
１

億
４
０
０
万
円
の
増
額
補
正
と
な

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

総
務
部
長　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
売
り
上
げ
が
順
調
な
こ

と
、
ま
た
一
部
の
製
造
業
の
業
績

が
好
調
な
こ
と
に
よ
り
、
１２
月
末

現
在
で
約
６
億
２
０
０
０
万
円
の

企
業
か
ら
の
税
収
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
の
た
め
、
法
人
市
民
税
の

増
収
を
見
込
む
も
の
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
好
調

議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に

要
す
る
経
費
の
報
償
品
３
億
７
８

１
７
万
円
の
内
訳
は
。

総
務
部
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
申

込
み
が
好
調
で
あ
り
、
今
期
は
３０

億
円
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
方
へ
の
報
償
品
費
等
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
の
時
期
の
報

償
品
の
内
訳
は
、
米
や
肉
な
ど
が

多
い
。
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
し

て
い
た
だ
い
た
額
の
約
６８
㌫
は
報

償
品
購
入
や
送
料
に
充
て
ら
れ
、

残
り
の
約
３２
㌫
は
市
の
政
策
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
補
助

議
員　
児
童
福
祉
施
設
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
が
、
補
助
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　
国
の
二
次
補
正

で
、
防
犯
対
策
強
化
の
た
め
、
認

可
保
育
所（
小
百
合
第
二
保
育
園
）

の
屋
外
に
２
台
、
認
定
子
ど
も
園

（
星
幼
育
園
）
の
室
内
に
１
台
、

屋
外
に
３
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
。
国
が
２
分
の
１
、
市
が

４
分
の
１
を
補
助
す
る
。

高
齢
者
施
設
の

安
全
対
策
費
用
に
助
成

議
員　
介
護
施
設
等
へ
の
防
犯
対

策
補
助
金
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
地
域
介

護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

交
付
金
を
活
用
し
、
介
護
事
業
所

３
カ
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、

１
カ
所
に
防
犯
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

す
る
。
事
業
費
の
２
分
の
１
を
交

付
す
る
も
の
で
あ
る
。
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提出された議案とその結果
　平成２８年度第５回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、平成２８年度第６回定例
会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第４３号 平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第６号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第６０号 平成２９年度天童市民病院事業会
計予算

原案可決
（賛成多数）

議第６１号 平成２９年度天童市公共下水道事
業会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６２号
地方自治法第９６条第２項の規定
に基づき議会の議決すべき事件
を定める条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第６３号
天童市職員の勤務時間及び休暇
等に関する条例等の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第６４号 天童市職員の配偶者同行休業に
関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第６５号 天童市介護保険条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第６６号
天童市スポーツ施設整備基金の
設置、管理及び処分に関する条
例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第６７号
天童市天童高原施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第６８号 天童市インター産業団地の分譲
地の処分について

原案可決
（全会一致）

議第６９号
市道清池南小畑線道路改良工事
（第５工区）請負契約の一部変
更について

原案可決
（全会一致）

議第７０号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第７１号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　　意
（全会一致）

議第７２号 人権擁護委員の推薦につき意見
を求めることについて

異議なし
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

赤
塚
幸
一
郎

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

鈴
木　
照
一

清 清 政 清 政 政 清 清 清 清 市 政 清 市 政 政 清 共 清 清 共 無
議第 ５１号 平成２９年度天童市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ × 議
議第 ６０号 平成２９年度天童市民病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 議
※　○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員

第５回臨時会（１月２７日）〈市長提出議案〉

第６回定例会（２月２８日～３月２４日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１１号
平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第７号）の専決処分の承
認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

議第４４号 平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第８号）

原案可決
（全会一致）

議第４５号 平成２８年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第４６号 平成２８年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第４７号 平成２８年度天童市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第４８号 平成２８年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第４９号 平成２８年度天童市民病院事業会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第５０号 平成２８年度天童市公共下水道事
業会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第５１号 平成２９年度天童市一般会計予算 原案可決
（賛成多数）

議第５２号 平成２９年度天童市国民健康保険
特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５３号 平成２９年度天童市用地買収特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５４号 平成２９年度天童市財産区特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第５５号 平成２９年度天童市介護保険特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５６号 平成２９年度天童市市民墓地特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５７号 平成２９年度天童市後期高齢者医
療特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５８号 平成２９年度天童市工業団地整備
事業特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第５９号 平成２９年度天童市水道事業会計
予算

原案可決
（全会一致）

　市議会の会議録は、図書館と市立公民館に備えて
あります。一般質問に対する市長や教育長等の答弁
のほか、予算・決算特別委員会における質疑と答弁
が全て記載されています。ぜひ、ご覧ください。ま
た、天童市議会のホームページにも掲載しています。

会議録をご覧ください

てんどう市議会だより №15611



討
　
論

▼
議
第
６０
号　
平
成
２９
年
度
天
童

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算

〈
反
対
〉
赤
塚
幸
一
郎
議
員

　
以
前
よ
り
市
民
病
院
事
業
に
つ

い
て
改
善
が
必
要
だ
と
く
り
返
し

申
し
上
げ
た
。

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は
職
員

の
努
力
も
あ
り
、
か
な
り
進
ん
で

い
る
が
、
収
益
面
で
は
具
体
的
成

果
が
出
て
い
な
い
。

　
今
回
提
案
の
予
算
案
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
金
が
約
５
億
円

で
、
こ
こ
数
年
で
最
も
多
い
額
で

あ
る
。
負
担
金
を
増
額
し
た
数
字

合
わ
せ
の
黒
字
予
算
で
は
、
実
態

の
伴
わ
な
い
予
算
で
あ
り
、
私
に

は
理
解
も
納
得
も
で
き
な
い
。

　

３
月
２４
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
議
案
２
件
に
つ
い
て
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

▼
議
第
５１
号　
平
成
２９
年
度
天
童

市
一
般
会
計
予
算

〈
反
対
〉
石
垣
　
昭
一
議
員

　
次
の
点
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
。

　
派
遣
な
ど
非
正
規
雇
用
が
若
者

の
４
割
を
占
め
、
生
活
保
護
世
帯

も
増
加
傾
向
。
若
者
が
自
立
で
き

る
雇
用
確
保
に
市
も
対
策
を
。

　
保
育
園
に
申
し
込
ん
だ
が
１
４

８
人
が
入
所
保
留
と
な
っ
て
い

る
。待
機
児
童
の
問
題
は
深
刻
だ
。

　
要
支
援
１
、
２
の
方
々
の
費
用

負
担
増
や
利
用
抑
制
、
事
業
所
経

営
等
の
実
態
把
握
は
喫
緊
の
課
題
。

　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

は
、
区
域
型
の
地
域
が
拡
大
さ

れ
、
そ
の
分
経
費
が
増
え
１
７
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
以
前
の
市
営

バ
ス
の
利
用
者
に
も
及
ば
ず
改
善

が
必
要
。

平成２８年度本会議傍聴者数（地区別・年齢別）延人数

平成２８年度行政視察来市状況

１　地区別

２　年齢別

天童
南部

天童
中部

天童
北部 成生 蔵増 寺津 津山 田麦野 山口 高擶 長岡 干布 荒谷 その他 合計

男 １１ ２６ １８ ３５ ２３ ４ １９ ０ ７ ２２ ３ ７ ２ ８７ ２６４
女 ２ ４ ９ ６ ２１ １ ５ ０ １ ９ ３ １ ０ ２７ ８９
計 １３ ３０ ２７ ４１ ４４ ５ ２４ ０ ８ ３１ ６ ８ ２ １１４ ３５３

１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 不明 計
人数 ３９ ３ ８ ６ １３ ８２ ７７ １２ １１３ ３５３

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 計
視察件数 １ ９ ７ ３ ７ １ ０ １ １ ３０
視察人数 ６ ６９ ３９ ２８ ５９ ７ ０ ６ ６ ２２０

　　傍聴を希望する方は、住所、氏名
等を受付用紙に記入して入場してくだ
さい。お気軽にお越しください。イン
ターネット中継も配信中です。

議会を傍聴するには
� どうすればいいの？

Ｑ

Ａ

　現固定資産評価審査委員会委員の滝口順
一氏（泉町）が、平成２９年３月１３日をもっ
て任期満了になることに伴い、再び同氏を
選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

　現人権擁護委員の奥山泰子氏（干布）が、
平成２９年６月３０日をもって任期満了になる
ことに伴い、再び同氏を推薦することに同
意しました。

人権擁護委員の推薦に同意

平成29年5月1日発行 12



東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

事
業
基
本
方
針

　
地
球
温
暖
化
や
異
常
気
象
な
ど

環
境
問
題
が
年
々
深
刻
化
し
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
が
各
分
野
に
お
い
て
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

廃
棄
物
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も

高
度
・
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の

一
翼
を
担
う
当
組
合
の
役
割
は
ま

　
２
月
２２
日
、
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
２８
年
度
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
採
択
の
結
果
、
異

議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
常
に
住
民
の

目
線
に
立
ち
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
と
「
環
境
に
配
慮
し
た
廃

棄
物
処
理
行
政
の
確
立
」
を
基
本

と
し
て
、
安
全・安
定・効
率
的
な

管
理
運
営
に
よ
る
生
産
性
の
高
い

組
織
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
廃
棄
物
処
理
施
設
の

延
命
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
策
定
し
た
「
施
設
整
備
総
合

計
画
」
や
「
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
よ
り
計
画
的
・
効
率
的

な
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

処
理
手
数
料
や
有
価
物
売
却
益
な

ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

健
全
財
政
の
堅
持
と
住
民
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

平成２９年度組合予算
歳入  （単位：千円）

歳出  （単位：千円）

款 本年度予算額 摘　　要
１ 分担金及び負担金 ９８７，９０４ 組合市町負担金外
２ 使用料及び手数料 ８０４，５３１ し尿処理、ごみ処理手数料等
３ 国庫支出金 ４４０
４ 財 産 収 入 ４２，７４６
５ 繰 越 金 ３０，０００
６ 諸 収 入 １３，２７７ リサイクルセンター電気料外
歳入合計 １，８７８，８９８

款 本年度予算額 摘　　要
１ 議 会 費 １，４７２
２ 総 務 費 ３４５，０１０ 職員給与費、手数料徴収費等

３ 事 業 費 １，２９５，４９５ し尿収集・処理費、ごみ収集・処理費
４ 公 債 費 ２３０，９２１
５ 予 備 費 ６，０００
歳出合計 １，８７８，８９８

平成２９年度各市町負担金（概算額）

市町名
予算額（単位：千円） 比　　較
Ｈ２９年度
（概算）

Ｈ２８年度
（概算）

前年比
（千円）

増減率
（％）

東 根 市 ２９０，０７８ ２７４，７２０ １５，３５８ ５．５９
村 山 市 １４５，３７１ １４２，６３０ ２，７４１ １．９２
天 童 市 ３３６，３５５ ３２３，０７４ １３，２８１ ４．１１
河 北 町 １２８，５９１ １２１，５４９ ７，０４２ ５．７９
合　計 ９００，３９５ ８６１，９７３ ３８，４２２ ４．４６

議 会 の う ご き
■１月
　２７日　議会運営委員会・第５回市議会臨時会
■２月
　３日　全国高速自動車道市議会協議会第４３回定期総会

（副議長・局長／東京）
　７日　市長要請各派代表者会議（人権擁護委員の推薦に

ついて外）
　　　　河北町議会との議員懇談会（議長、副議長、議会

運営委員長外）
　９日～１１日　あばしりオホーツク流氷まつり（議長・局

長／網走市）
　９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　議会運営委員会
　１４日　山形県後期高齢者医療広域連合議会　全員協議

会・２月定例会（議長・局長／寒河江市）
　１５日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院中期

経営計画の進捗状況について外）
　　　　市長要請経済建設常任委員会（農業用ため池ハ

ザードマップについて外）
　　　　東京都江東区議会視察来童
　１６日　市長要請全員協議会（平成２９年度当初予算（案）

の概要説明）、全員協議会
　１７日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会全員協議

会・定例会
　　　　山形県市議会議長会事務局長会議

　１８日　モンテディオ山形新スタジアム建設を支援する市民大会
　２１日　議会運営委員会、市長要請総務教育常任委員会

（公共施設等総合管理計画（案）について外）
　２２日　市長要請環境福祉常任委員会（第二次天童市食育

推進計画（案）について）
　２８日～３月２４日　第６回市議会定例会
　２８日　広報委員会
■３月
　９日　市長要請環境福祉常任委員会（上山口地内の採石

場跡地での事業に対する意見について）
　１０日　市長要請経済建設常任委員会（水道事業及び公共

下水道事業経営戦略について）
　１７日　議会運営委員会
　２３日　議会運営委員会
　２４日　広報委員会
　２８日　市長要請総務教育常任委員会（第七次天童市総合

計画の基本方針について）
　３０日　災害時における天童市農業協同組合並びにヤマト

運輸株式会社との協定に関する締結式
■４月
　３日　全員協議会
　５日　広報委員会
　１３日　広報委員会
　２４日　議会運営委員会、市議会臨時会

てんどう市議会だより №15613



　
政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る

た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
、
議
員
に
交
付
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
本
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
会

派
（
無
会
派
を
含
む
。）
に
対
し
、

所
属
議
員
１
人
当
た
り
月
１
万
３

０
０
０
円
（
年
額
１５
万
６
０
０
０

円
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
政
務

活
動
費
は
、
条
例
の
ほ
か
規
則
等

に
基
づ
い
て
、
調
査
研
究
費
、
研

修
費
、
資
料
作
成
費
や
資
料
購
入

費
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度

終
了
後
速
や
か
に
報
告
書
を
提
出

し
、
不
用
額
に
つ
い
て
は
返
還
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
自
治
法
で
、
議
長

は
政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性

の
確
保
に
努
め
る
と
さ
れ
て
お

り
、
本
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
等
で
収
支
報
告
を
公
表
し
て
き

ま
し
た
。
領
収
書
に
つ
い
て
は
、

平
成
２８
年
度
分
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
２８
年
度
の
収
支
報
告
の
内

容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

特

集政
務
活
動
費
の
報
告

◆平成２８年度政務活動費
会派（議員）名 人数

（人）
交付額
（円）

項　　　目　（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合　計

清 新 会 １１ １，７１６，０００ １，２７１，５４０ ３７８，１４４ ３，６６１ １２，８５２ １，６６６，１９７ ４９，８０３
政 和 会 ６ ９３６，０００ ５１７，０８９ ３１７，１７６ ７，７７５ ２６，０２２ ８６８，０６２ ６７，９３８
市民クラブ ２ ３１２，０００ ４３，１６０ ８１，３９４ ８８４ １２５，４３８ １８６，５６２
日本共産党天童市議団 ２ ３１２，０００ ０ ３１２，０００
鈴 木 照 一 １ １５６，０００ ６４，３１０ ５，５００ ２４，４６２ ４７，６０４ １４１，８７６ １４，１２４
合　　計 ２２ ３，４３２，０００ １，８９６，０９９ ７８２，２１４ ３６，７８２ ８６，４７８ ２，８０１，５７３ ６３０，４２７

※会派人数は、平成２９年３月３１日現在の人数です。

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）
会
派 月　日 参加

人数 目　的　地 内　　　　容

清
新
会

７月２５日
　～２７日 １１

北海道札幌市 ●老朽木造住宅の耐震診断無料化と改修補助
北海道苫小牧市 ●まちなか再生総合プロジェクト
北海道室蘭市 ●オープンデータにかかわる取り組み

９月２７日 １１ 天童市議会 ■天童市議会議員研修会（議員の役割と責務）

１月１８日
　～２０日 １０

神奈川県横須賀市 ●生涯現役プロジェクト
静岡県三島市 ●スマートウエルネスみしま推進事業
静岡県沼津市 ●新たなにぎわい創出・発信事業

３月２９日
　～３０日 ６ 東京都 ■地方議会議員セミナー（高齢者福祉と介護保険、地域包括

ケアシステム）

政
和
会

７月１２日
　～１４日 ５

北海道函館市 ●函館市空き家等の適切な管理に関する条例及び函館市空き
家等対策計画

北海道伊達市 ●コミュニティＦＭ放送局「wi-radio」
北海道千歳市 ●結婚活動応援事業「かつ婚ちとせ」

９月２７日 ６ 天童市議会 ■天童市議会議員研修会（議員の役割と責務）
１１月２８日 １ 東京都 ■東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた

シンポジウム

１月２４日
　～２６日 ６

埼玉県東松山市 ●地域ベンチャーキャピタル
東京都清瀬市 ●公共施設予約システム
千葉県柏市 ●柏市における長寿社会の町づくり

２月６日
　～７日 １ 東京都 ■地方議会議員セミナー（人口減少時代の医療・介護を考える）
２月１５日 １ 東京都 ■地方議会議員セミナー（自治体財政）
３月２９日
　～３１日 １ 東京都 ■地方議会議員セミナー（先進自治体が取り組んでいる地方

創生、健康施策の推進他）

市
民
ク
ラ
ブ

５月２３日 ２ 酒田市 ●自治会組織の支援
９月２７日 ２ 天童市議会 ■天童市議会議員研修会（議員の役割と責務）
１月１１日
　～１２日 １ 埼玉県和光市・

神奈川県厚木市 ●議会運営
２月６日
　～７日 １ 東京都 ■地方議会議員セミナー（持続可能な医療・介護　自治体病

院経営の課題を学ぶ）

鈴
木
照
一

５月１７日
　～１８日 １ 千葉県野田市 ●将棋専門委員について
９月２７日 １ 天童市議会 ■天童市議会議員研修会（議員の役割と責務）
１月１１日
　～１２日 １ 埼玉県和光市・

神奈川県厚木市 ●議会運営

（●：調査研究費、■：研修費）
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自分のまちを
考える　　　

石山優子（１９歳・天童北部）

６月定例会の日程（予定）
６月１２日（月） 本会議（初日）
　　１５日（木） 本会議（一般質問）
　　１６日（金） 本会議（一般質問）
　　１９日（月） 常任委員会
　　２０日（火） 常任委員会
　　２１日（水） 予算特別委員会
　　２３日（金） 本会議（最終日）

※請願の締め切りは、６月２日（金）
正午までの予定です。
※日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
市
議
会

活
動
に
深
い
ご
理
解
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
今
号
は
２９
年
度
予
算
に
関

す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

皆
様
へ
詳
し
く
お
伝
え
し
た

い
と
考
え
構
成
し
て
お
り
ま

す
。

●
５
月
に
各
市
立
公
民
館
に

て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
回
よ
り
テ
ー

マ
を
設
け
ま
し
て
、
皆
様
よ

り
忌き

憚た
ん
な
き
ご
意
見
・
ご
感

想
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
今
後
も
、
広
報
委
員
と
し

て
、
皆
様
へ
の
感
謝
を
胸
に

議
会
活
動
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
熊
澤
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

 

〃 　
　
三
宅　
和
広

　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　

 

〃 　
　
熊
澤　
光
吏

　
私
は
、
天
童
市
が
大
好
き
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
漠
然

と
し
た
も
の
で
し
た
。
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
と
い
う
も

の
は
誰
し
も
愛
着
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。
将
棋
、
果
物
、
そ

ば
、
米
、
温
泉
、
も
の

づ
く
り
、
自
然
、
利
便

性
、
人
…
。
天
童
市
が

魅
力
あ
る
ま
ち
の
理
由

は
数
多
く
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
に
改
め
て
気

づ
い
た
１
カ
月
で
し
た
。

　
今
回
、
大
学
の
春
休

み
を
利
用
し
、
市
議
会

議
員
の
方
に
帯
同
す
る
機
会
を

得
て
、
市
議
会
を
初
め
て
傍
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市

議
会
で
は
様
々
な
問
題
、
分
野

の
意
見
が
時
に
激
し
く
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
飛
び
交
い
ま

す
。
傍
聴
し
て
感
じ
た
の
は
、

市
議
会
か
ら
自
分
の
生
活
の
礎

が
創
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
即
ち
生
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
天
童
市

は
私
た
ち
市
民
が
創
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
議
会
や
役
所
で
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
り
よ
い
暮
ら
し
が
で
き

る
か
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に

な
る
か
、
日
々
、
試
行
錯
誤
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
考

え
が
あ
る
に
せ
よ
、
全
て
の
方

の
根
本
に
こ
の
よ
う
な
思
い
が

あ
る
か
ら
今
の
天
童
市

が
あ
る
の
だ
と
強
く
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
傍

聴
し
て
い
て
、
私
も
天

童
の
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
る
一
員
で
あ

る
と
と
も
に
、
た
だ
傍

観
す
る
だ
け
で
な
く
、

当
事
者
意
識
を
も
っ
て

行
動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
天
童
市
を
ど
ん
な

ま
ち
に
し
た
い
で
す
か
。
是
非

議
会
を
傍
聴
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
結
び
に
、
日
頃
よ
り
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
議
員
の

皆
様
や
市
役
所
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

請願の提出のしかた
　市議会へ請願書を提出する制度は、市民の皆さんの意
見や要望を市政に反映させる方法として、法律上認めら
れた権利の一つです。請願書を提出する場合には、請願
書に必ず１人以上の紹介議員の署名または記名押印が必
要となります。
　請願書は、いつでも受け付けしていますが、議会定例
会招集日（開会日）前８日正午までに受理した請願は、
その定例会で審査します。所管の常任委員会で審査され
た後、本会議において採択・不採択が決定されます。

紹介議員について、自己の所属する委員会の所管事項に関す
る請願については、紹介議員になれません。

てんどう市議会だより №15615



議会報告・意見交換会

【各市立公民館で午後７時から行います。】

１班
２班

３班 ４班

伊藤和子、結城義巳
村山俊雄、佐藤俊弥
熊澤光吏

伊藤和子、結城義巳
村山俊雄、佐藤俊弥
熊澤光吏

※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。
※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告します。地域の課題や
上記テーマについての意見交換を、議長を除く全議員で行います。気軽にご参加ください。

５月９日（火）　干　　布
５月10日（水）　天童北部
５月１１日（木）　長　　岡

５月９日（火）　干　　布
５月10日（水）　天童北部
５月１１日（木）　長　　岡 伊藤護國、赤塚幸一郎

山口桂子、松田光也
武田正二、渡辺博司

伊藤護國、赤塚幸一郎
山口桂子、松田光也
武田正二、渡辺博司

５月９日（火）　天童中部
５月10日（水）　寺　　津
５月１１日（木）　津　　山

５月９日（火）　天童中部
５月10日（水）　寺　　津
５月１１日（木）　津　　山

石垣昭一、後藤和信
遠藤敬知、遠藤喜昭
笹原隆義

石垣昭一、後藤和信
遠藤敬知、遠藤喜昭
笹原隆義

５月９日（火）　高　　擶
５月10日（水）　山　　口※
５月１１日（木）　荒　　谷

５月９日（火）　高　　擶
５月10日（水）　山　　口※
５月１１日（木）　荒　　谷

水戸　保、山崎　諭
狩野佳和、水戸芳美
三宅和広

水戸　保、山崎　諭
狩野佳和、水戸芳美
三宅和広

５月９日（火）　天童南部
５月10日（水）　蔵　　増
５月１１日（木）　成　　生

５月９日（火）　天童南部
５月10日（水）　蔵　　増
５月１１日（木）　成　　生

テ
ー
マ
モンテディオ山形新スタジアム建設について

どなたでも参加できます
どなたでも参加できます

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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